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おきぎん賃料動向ネッ ト ワーク調査 （ 2020年 ）  

 

 

Ⅰ．調査概要 

 本調査は、平成10年を第 1回目と して毎年 1回調査レポート をま とめており 、今回で第23回

目の調査報告とな り ます。  

調査内容は、県内の賃貸物件を取扱う不動産会社11社14店舗 （参考 ：管理戸数34,242戸 ） に

対し 、各地域における部屋タイプ別の賃料水準やその稼働状況などについてヒア リ ングを行い、

県内の主要地域における賃料動向や賃料の相場感などをと り ま とめたものです。  

部屋タイプ別とは、 1R 、  1K 、 1DK 、 1LDK 、 2K 、 2DK 、 2LDK 、 3K 、 3DK 、 3LDK

の物件を 【 1R ～ 1LDK 】 【 2K ～ 2LDK 】 【 3K ～ 3LDK 】 の 3 つに分類している こ とを意

味します。 

なお、通常、 『 賃料 』 には 「 共益費 」や 「駐車場代 」 などを含めるこ とが一般的ですが、両

者と もに概ね相場が決まっている こ と（「共益費 」 は 1,000 ～ 2,000 円、エレベーター付の場合

3,000 ～ 5,000 円、 「 駐車場代 」 は 3,000 ～ 8,000 円、那覇市内 5,000 ～15,000円 ） などから 、

本件ではそれらを除いた核となる水準を示しています。 

 また 、本件における 『新築物件 』 は建築後 1 年以内の物件、 『 中古物件 』 は新築物件以外の

物件と しています。 

 

※物件によ り部屋の広さ ( 坪、㎡ ) には差異があり ますので、各地域の標準的な賃料と して参

考にしていただければと考えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不動産情報は、株式会社プロ ト ソ リ ューシ ョ ン （ グーホーム ）様にご協力いただきました 。 

 

 

 

那覇市牧志 1 丁目 3 番 45号 

牧志 ビ ル 3 階 

Ｔ Ｅ Ｌ 098-869-8711 

担当 ： 仲本 

EI 経済研究所

[ 調査詳細 ] ＊年次調査＊ 

① 調査方法  ：不動産情報サイト運営会社からのデータ提供及びヒアリング調査 

② 調査時期 （提供データの対象期間）： 2020 年 10 月 12 日～ 12 月 12 日 

 〃  （ヒアリング調査）   ： 2020 年 12 月 22 日～ 2020 年 5 月 31 日 

③ ヒアリング対象：県内の主な賃貸物件管理会社 11 社 14 店舗 ( 参考：管理戸数34,242戸 )  

④ 物件カバー率（参考）：13.7％ ( ④／平成 30 年度住宅・土地統計調査における民営借家 

建物数× 100 ％ )  

備 考：本件の『賃料』は「共益費」や「駐車場代」等の付加サービス費用を除きます。 
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Ⅱ．本県における貸家住宅の新設動向について 

新設住宅着工戸数に占める貸家の割合 

2020年度の新設住宅着工戸数 (10,335 戸 ) に占める貸家 (5,445戸 ) の割合は52.7％と 、2000

年度以来20年ぶりに60％を下回り ました 。全国の貸家割合 (2019 年度 37. ３％ ) と比べる と 、

依然高い水準にあ り ます。  

 

新設貸家の推移 

2014年度は前年の消費税増税による駆け込み需要の反動によ り減少がみられました 。その後

増加傾向にあ り ましたが、2017年度から減少に転じ 、2020年度は対前年度比36.6％減とな り 、

4 年連続で減少とな り ました 。  

 

10,381 10,784

11,389 11,359

10,663

8,583

5,445

-11.4

3.9

5.6

-0.3

-6.1

-19.5

-36.6

-40.0

-20.0

0.0

20.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

（％）

出所）国土交通省

（戸）

県全体における新設着工戸数（貸家）の推移

沖縄県計戸数（左軸） 対前年増減率（右軸）
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（ 参考 ）沖縄県の推計人口  

令和 2年12月 1 日現在推計 

出所 ）沖縄県企画部統計課 「沖縄県の推計人口 」  

 

各　月
１　日
現  在 総 数 男 女

世帯数

(世 帯) （人） （人） （人）

 H23.10月 529,115 1,402,740 688,303 714,437 9,922

 H24.10月 536,372 1,411,755 692,859 718,896 9,015

H25.10月 543,184 1,419,009 696,747 722,262 7,254

H26.10月 550,725 1,425,769 700,431 725,338 6,760

国調 H27.10月 560,424 1,433,566 704,619 728,947 7,797
 H28.10月 571,769 1,439,913 707,984 731,929 6,347
 H29.10月 581,986 1,443,802 709,759 734,043 3,889

 H30.10月 592,931 1,448,101 712,065 736,036 4,299

R1.10月 605,737 1,454,184 715,205 738,979 6,083

#REF! #REF! #REF! #REF! #REF! 対前月

R1.12月 607,581 1,455,799 716,201 739,598 532

R2.1月 608,116 1,456,418 716,581 739,837 619

2月 608,900 1,457,163 716,974 740,189 745

3月 609,411 1,457,451 717,132 740,319 288
4月 608,753 1,451,676 713,898 737,778 △5,775
5月 613,036 1,456,955 716,745 740,210 5,279

6月 613,565 1,457,515 717,047 740,468 560

7月 614,302 1,457,733 717,168 740,565 218

8月 615,126 1,458,095 717,360 740,735 362

9月 615,773 1,458,730 717,698 741,032 635

10月 616,098 1,458,840 717,760 741,080 110

11月 616,941 1,459,420 718,082 741,338 580

12月 617,326 1,459,803 718,258 741,545 383

各月１日
人
口
増
減
数

現在人口
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市部別の動向 （対前年度比 ）  

市部別にみる と 、 2020年度は、浦添市 （ 14.2％増 ） や本島南部の糸満市 （ 4.1 ％増 ）、 南城

市 （ 1.6 ％増 ） で前年に比べ増加しましたが、その他の地域は減少とな り ました 。本島内では

豊見城市 （ 83.6％減 ）、 名護市 （ 63.9％減 ）、 う るま市 （ 39.2％減 ） などで大幅な減少とな り

ました 。 また 、離島地域でも 、宮古島市 （ 53.5％減 ）、 石垣市 （ 42.9％減 ） となっており 、 2

年連続で減少しています。着工戸数が最も多い那覇市は、前年度比32.2％減の 1,308 戸とな り 、

2 年連続で 2千戸を下回り ました 。  
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市部別の新設着工戸数（貸家）の推移 　　単位：戸、％

市名 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 対前年度増減率

名護市 817 518 345 525 762 649 234 - 63. 9
うるま市 963 1, 068 885 447 489 421 256 - 39. 2
沖縄市 1, 401 1, 405 893 1, 035 726 445 369 - 17. 1
宜野湾市 805 617 922 707 672 470 344 - 26. 8
浦添市 698 896 868 844 835 436 498 14. 2
那覇市 2, 126 2, 532 2, 680 3, 075 2, 155 1, 930 1, 308 - 32. 2
豊見城市 442 287 454 582 373 317 52 - 83. 6
糸満市 449 396 503 357 276 195 203 4. 1
南城市 459 188 252 160 240 62 63 1. 6
宮古島市 233 183 404 899 1, 680 1, 225 570 - 53. 5
石垣市 168 459 805 573 693 562 321 - 42. 9
沖縄県計 10, 381 10, 784 11, 389 11, 359 10, 663 8, 583 5, 445 - 36. 6

出所）国土交通省  

 

(%) 
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Ⅲ．調査結果 ・ その １ ( 賃貸物件の稼働動向について )  

【 地域別稼働率の状況 】  

賃貸管理会社へヒア リ ングした地域別の管理物件の稼働状況は、 「名護市 」、 「 沖縄市及

び近隣町村 」、 「 浦添市 」、 「 那覇市 」 で、前年を上回り ました 。一方、前年に高い水準で

あった 「宮古島市 」、 「 石垣市 」 など離島地域は、若干低下が見られました。その他の地域

では前年並みか、前年を下回り ました 。 

最も高い地域は、 「 那覇市 （新都心）」が97.5％、 「 沖縄市及び近隣町村 」 が 97.0% と続い

ています。 また 、依然と して全地域で80％以上となっており 、全般的に高い水準を維持して

います。  
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※稼働率の算出方法についてはデータ集計による ものではなく 、賃貸管理会社へ管理物件の状

況を ヒア リ ングした結果です。 
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Ⅳ．調査結果 ・ その ２ ( 部屋 ・ タイプ別にみる賃料の動向 )  

タ イプ別平均賃料は、新築 ・中古物件と もに前年を上回り ました 。人手不足や資材価格の高

騰などによ り建築費用が上昇したこ となどから 、近年は新築物件の賃料設定が上昇傾向にあ り

ます。管理会社からは地域の所得水準など 、入居者目線で検討する必要がある との声もあ り ま

した 。  

 

新築物件では、全タイプと も 7 ～11％程度上昇しました 。広いリ ビングのあるLDK物件や、

利便性の高い市街地開発地区などは引き続き人気が堅調です。一部では建築費高騰などによる

相場高の賃料設定がみられ、新築物件でも満室に出来ないケースもあるよ うです。 

中古物件では、全タイプと も 2 ～ 3 ％程度の上昇が見られます。築年数の長い物件において

も 、設備の追加や、好立地を背景に高い稼働率を維持する物件も多く見られます。 
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１ ． 1R ～ 1LDK タ イプの動向 概ね 5.9 ～12.4坪、平均入居期間 3.3 年 

新築物件≪県内平均賃料は55,200円とな り 、前年51,400円よ り 7.4 ％上昇≫ 

中古物件≪県内平均賃料は45,100円とな り 、前年43,900円よ り 2.7 ％上昇≫ 

新築物件は建築単価の高騰によ り 、那覇市、離島地域で平均よ り高くなっており 、宮古島

市が最も高く 、中古物件についても 、石垣市は那覇新都心に次ぐ高さ となっています。  
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２ ． 2K ～ 2LDK タイプの動向 概ね10.3～17.6坪、平均入居期間 5.1 年 

新築物件≪県内平均賃料は80,500円とな り 、前年72,400円よ り 11.2％上昇≫ 

中古物件≪県内平均賃料は58,200円とな り 、前年57,100円よ り 1.9 ％上昇≫ 

供給が多い間取りでもあ り 、広めのLDKタイプは単身から家族世帯まで幅広い層に人気で

す。新築物件は那覇市新都心、同西部、宜野湾市が平均よ り高く 、中古物件は那覇市全域、

離島地域が高くなっています。  
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３ ． 3K ～ 3LDK タイプの動向 概ね15.2～24.2坪、平均入居期間 6.1 年 

新築物件≪県内平均賃料は93,300円とな り 、前年85,400円よ り 9.3 ％上昇≫ 

中古物件≪県内平均賃料は71,300円とな り 、前年69,600円よ り  2.4％上昇≫ 

他のタイプと比較して供給量が少ないこ とから 、各エ リ アで堅調な需要があ り ます。 ファ

ミ リー向け需要が根強く 、平均入居期間も 6.1 年と他のタイプに比べ長くなっています。新

築物件は東部を除く那覇市、浦添市で平均を上回っており 、中古物件では那覇市と石垣市が

平均を上回っています。  
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Ⅴ．調査結果 ・ その ３ （ 店舗 ・事務所物件の賃料動向 ）  

≪平均坪単価は 6,700 円とな り 、前年 7,300 円よ り 8.2 ％減少≫ 

店舗 ・事務所は、周辺のインフラ環境などに賃料が左右されるため、築年数に関係なく坪当

た りの平均賃料で比較します。  

全体的な動向は、 「 豊見城市及び東南部 」、 「 宜野湾市及び西原町、中城村 」 を除き 、前年

並みか前年を下回っています。地域別では 「那覇市新都心 」、 「 那覇市西部 」、 「 那覇市南

部 」、 「 宜野湾市及び西原町、中城村 」 で平均単価を上回っており 、その他の地域では平均単

価を下回っています。 

単位：円/坪

年次 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
事業所 6,200 6,300 6,300 7,300 6,700  
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県内各地の需給バランス （ 賃貸管理会社ヒア リ ングによる現場感覚 ）  

賃貸管理会社へ主な管理地域の入居需要に対する物件の需給バランスについて、下記の５段

階に分けて 「現場感覚を ヒア リ ング 」 した結果です。 

【 赤 】 過剰  【 橙 】 やや多い  【 黄 】 ちょ う どいい  【 緑 】 やや不足 【 青 】 不足 

※世帯数、人口、賃貸物件戸数などのデータ集計によるものではあ り ません。  

 

1.全地域 

県内全地域の需給バランスをみる と 、 「 1R ～ 1LDK 」 は、地域によってバラつきが見られ

ます。 「 2K ～ 2LDK 」 は不足気味の地域がやや多くなっています。 「 3K ～ 3LDK 」 は、一

部地域で多くなっていますが、全体的には不足気味となっています。 

21%

9%

3%

21%

9%

9%

38%

29%

15%

12%

35%

41%

9%

18%

32%

1R-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

全体

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足

 
2.地域別 

(1) 北部 （ 名護市、宜野座村、金武町など ）  

「 1R ～ 1LDK 」 は、名護市、本部町で過剰気味となっています。 「 3K ～ 3LDK 」 など

広めのファ ミ リー向け物件は、名護市や宜野座村などで不足しています。  

40%

20%

60%

80%

40% 20% 40%

1R-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

北部

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足
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(2) 中部地区 （ う るま市、沖縄市、宜野湾市、浦添市など ）  

「 1R ～ 1LDK 」 は、宜野湾市でやや多くなっています。浦添市は、現在はバランスが取

れているものの、今後やや多くなる と見込まれています。北谷町や沖縄市などは不足気味で

す。 「 2K ～ 2LDK 」 は、中城村で過剰気味、北谷町や沖縄市、読谷村などで不足気味です。

「 3K ～ 3LDK 」 は、西原町や中城村を除き不足気味です。 

 

17%

25%

17%

17%

33%

17%

8%

17%

17%

33%

25%

33%

42%

1K-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

中部

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足

 

 

 

(3) 那覇地区 （新都心、西部、東部、南部 ）  

全体的に不足感は弱ま り ました 。 「 1R ～ 1LDK 」 は、東部で過剰～やや多いとする回答

が多くなっています。 「 2K ～ 2LDK 」 は、新都心、南部などで不足気味となっています。

「 3K ～ 3LDK 」 は、全般的に不足気味の傾向が続いていますが、新都心、西部では、今後

バランスが取れてく る と見込まれます。  

17% 33% 33%

50%

17%

17%

50%

83%

1R-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

那覇

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足
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(4) 南部地区 （ 豊見城市、糸満市、南城市など ）  

「 1R ～ 1LDK 」 は、南城市でやや多く 、与那原町で過剰気味となっています。豊見城村

でやや不足しています。 「 2K ～ 2LDK 」 は糸満市を除き 、全般的に不足気味です。 「 3K

～ 3LDK 」 は与那原町、八重瀬町の他、南城市、糸満市などで不足気味となっています。新

婚世帯やカップルなどが多く 、駐車場 2台目の確保やインターネッ ト無料などが好まれてい

るよ うです。 

 

14% 14%

14%

57%

14%

14%

14%

86%

43% 29%

1R-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

南部

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足

 

 

 

(5) 離島地区 （宮古、石垣 ）  

 宮古島市、石垣市と もに、 1R ～ 1LDK の単身向け物件で過剰とする回答が増えました。

一方、 2K ～ 2LDK 、 3K ～ 3LDK のファ ミ リー向けタイプは石垣市の一部を除き 、物件が

不足気味です。 

75%

25%

25%

25%

25%

25%

50%

50%

1K-1LDK

2K-2LDK

3K-3LDK

離島

過剰 やや多い ちょうどいい やや不足 不足
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築年数経過による平均稼働率と平均賃料の推移 

（ 1 ） 平均稼働率 ( 棒グラフ ）  

経過年数による稼働率の低下傾向がみられます。 5 年目までは新築とほぼ同じ水準ですが、

6 年目以降は徐々に低下傾向がみられ、16年目以降は90％を下回っています。新築物件が減少

したこ と もあ り 、 15年目までの稼働率は前年を上回っています。  

 

（ 2 ） 平均賃料 （折れ線グラフ ） ※新築を 100 ％とする 

稼働率と同じ く 、経過年数による低下傾向がみられます。近年は建築単価の高騰によ り 、新

築物件の賃料が高めに設定される傾向がみられますが、 5 年目までは新築並みの水準を維持で

きているよ うです。 

96.6% 96.2% 95.8%

92.2%
89.7%

85.5%
83.3%

99.5%
97.9%

96.2%
93.1%

89.3%

80.9%

84.9%

100.0% 98.2% 96.8%
91.8%

87.2%
81.8% 79.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

新築 築2～5年 築6～10年 築11～15年 築16～20年 築21～30年 築31年以上

築年数経過による稼働率・賃料の推移

平均稼働率（2019_左軸） 平均稼働率（2020年_左軸） 平均家賃推移（右軸）

 

 

稼働率が低下した際の有効な対処法 

92.9%

85.7%

64.3%

57.1%

28.6%

35.7%

敷金・礼金の軽減

設備設置（エアコン、インターネット、ガス乾燥機等

間取り変更（2DK→1LDK、和室→洋室等）

フリーレント

クロス張替え

その他

稼働率が低下した際の有効な対処法
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設備 ・周辺施設について 

(1) 人気の設備 （無いと物件の人気が下がる設備 ）  

シングル （ 単身者 ）向けでは、 「 エアコン 」、 「 インターネッ ト無料 」、 「 Ｂ Ｔ （ バス ・ ト

イレ ） 別 」、 「 駐車場 1台無料 」 とする回答が多いです。ファ ミ リー （家族 ）向けでは 「駐車

場 2台無料 」、 「 Ｂ Ｔ （ バス ・ ト イレ ） 別 」、 「 インターネッ ト無料 」 などが人気です。 

10
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1
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2
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9
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3
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1

0
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駐車場１台無料

駐車場２台無料

BT別

室内洗濯機置き場

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ無料

エントランスオートロック

エアコン

エレベーター

広め収納

ペット可

浴室乾燥機

宅配ボックス

防犯・セキュリティ

その他

人気の高い設備

シングル向け ファミリー向け

 

 

(2) 好条件となる周辺施設 

シングル （ 単身者 ）向けでは、 「 コンビニ 」、 「 スーパー 」 の人気が高く 、 ファ ミ リー向け

では 「学校 （小中）」、 「 スーパー 」 などが人気です。 また、両タイプで 「 大型商業施設 」 とす

る回答も増えてきました。  
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金融機関

役所

その他

人気の周辺施設

シングル向け ファミリー向け
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Ⅶ．調査結果 ( 総括 )  

2020年度の県内景況は、年度当初から新型コロナウイルス感染症の影響が拡大し 、緊急事態

宣言の発出、不要不急の外出や買い物を控える動きなどが拡大し 、観光関連産業を中心に、急

速に後退の動きが強ま り ました 。  

新設住宅着工戸数は、全体で10,335戸とな り 、前年度比27.4％の減少となり ました 。 この内

貸家については36.6％減少の 5,445 戸と 、 2 年連続で 1万戸を下回り ました 。  

今回の調査では、新築、中古と もに平均賃料は前年を上回り ました 。特に新築物件は、建築

費高騰の影響などから 、 1R ～1LD Ｋタイプが前年比 7.4 ％、 2K ～ 2LDK タイプが同11.2％、

3K ～ 3LDK タイプが同 9.3 ％上昇とな り ました。  

稼働率は名護市、沖縄市及び近隣地域、那覇市などで上昇し 、離島地域では低下がみられる

結果とな り ました 。平均賃料、稼働率と もに高い水準で推移しています。  

新型コロナウイルスの影響に関しては、住宅向けでは観光関連、建設関連の法人需要減少が

見られました。一方、一般住宅需要は入退去の動きがやや鈍くなったものの、大きな変化は見

られないよ うです。 しかし 、在宅勤務や学校の休校の影響から 、 インターネッ ト環境に関する

苦情が増えたとの声もあ り ました 。  

店舗 ・事務所に関しては、賃料補助の効果がある程度見られるものの、賃料引き下げ交渉も

増加しているよ うです。  

これまで同様に、新築物件においては人口動態、人口構成や世帯数といったマクロ的な視点

に加え、周辺の賃料相場など地域情報の収集が不可欠であ り 、その上で自ら許容できる リ スク

の範囲内での不動産投資を考える必要があ り ます。 また 、中古物件においては、設備の補強や

初期費用を抑えるなどの工夫によ り賃料水準や稼働率を維持する工夫と備えが必要です。 さ ら

に、新型コロナ感染症の影響によ り 、転居 ・物件探し等の相談の減少、民泊から賃貸への動き 、

店舗などの賃料減額交渉の増加、テレワーク （在宅勤務 ） の増加など 、大きな変化が起こ りつ

つあ り ます。今後の市場動向を注視し 、一過性の要因ではなく 、今後の住宅や店舗 ・事務所に

何が求められているのか、 これまで以上に検討する必要があ り ます。  

 

※本調査が示す賃料や稼働率は平均値であ り 、個別物件の立地や状態、設備などによ り状況は 

異な り ます。  
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【 参考 】 主なエ リ アの動向 

 ※サンプルの変更等によ り 、エ リ ア単位では前年度と単純な比較はできません。  

前年度の数値や増減率は、参考値と して掲載しています。  

( １ ) 名護市 

新築物件については建築費高騰の影響などによ り 、全タイプで上昇がみられます。 タイプ

別では、 1R ～ 1LDK 等の単身向けは地域によって供給過剰気味ですが、ファ ミ リー世帯向

け物件については、市街地などで不足感もあ り新築の賃料も高くなっています。  

 

 

（ 2 ） う るま市 

新築物件は全般的に賃料が上昇しました 。中古物件は 2LDK 、 3LDK などのファ ミ リー向

けタイプで近隣市町村へのアクセスの良さや、学区によっては人気が高いものの、賃料はや

や低下しています。  
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（ ３ ） 沖縄市及び近隣町村 （北谷町、読谷村、北中城村など ）  

新築、中古と も全タイプで賃料が上昇しました 。市街地開発地区を中心に、沖縄市 （美

原、美里、山内 ）、 北谷町や北中城村島袋などは、商業施設の近さや区画整理地域で人気

が高く 、高い賃料設定がみられます。一方で、沖縄市の嘉間良、室川などは、道路の狭さ

や生活利便性の悪さから人気は低調です。  

  

 

（ ４ ） 宜野湾市及び西原町 ・中城村 

建築単価の高騰などから新築物件は全タイプで賃料が上昇しました 。中古物件は 2K ～

2LDK で若干低下がみられますが、物件の少ない３ K～３ LDKは上昇しています。宜野湾

市では宇地泊などの市街地開発地区の人気は、利便性の高さから引き続き堅調です。一方

で、大学周辺の 1R 、 1K の学生向け物件は供給過剰気味で、中古物件の賃料は低い水準

となっています。 
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（ ５ ） 浦添市 

新設着工件数は那覇市、宮古島市に次いで多く 、新築賃料は上昇しています。利便性の

良さから 、伊祖は依然と して人気は高いです。 また、経塚では、モノ レールの延伸や、築

浅物件が多いこ となどから 、需要が増加しています。 

   

 

（ ６ ） 那覇新都心 （天久、おもろまち、銘苅 ）  

生活環境の良さ （商業施設、医療機関の充実、人気学区 ）や交通利便性 （ モノ レール沿

線 ） などから 、法人需要も多く 、県内で最も高い賃料水準が続いています。新たに建築で

きる土地が少なく 、新築物件は少なくなっています。  
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（ ７ ） 那覇市西部 （泊、安謝、安里、久茂地、西、壺川など ）  

1R ～ 1LDK は、新築、中古と もに賃料が低下しています。 2K ～ 2LDK 、 3K ～

3LDK は新築の賃料が上昇しています。通勤に便利なモノレール沿線 （安里～久茂地 ） な

ど立地条件が良い物件は、引き続き新築 ・中古と も人気が高いです。一方、北側の曙、安

謝、天久などでは、物件の古さや道路の狭さなどから人気は低調です。 

  

 

（ ８ ） 那覇市東部 （真嘉比、首里、識名、寄宮、古波蔵、上間など ）  

首里地区は家族世帯の需要が堅調です。真嘉比は、新都心地区と並んで人気が高く 、新

築物件の賃料設定は高めです。一方、 1R ～ 1LDK 、 3K ～ 3LDK の中古物件では、賃料

が低下しています。モノ レール沿線は新築 ・中古と もに安定した需要があり ます。  
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（ ９ ） 那覇市南部 （小禄、金城、宇栄原など ）  

新築、中古と も全タイプで堅調な需要が見込まれています。特に区画整理地域やモノレー

ル沿線は安定した需要が見込まれています。一方、ファ ミ リー向けでは、駐車場の確保が課

題となっており 、近隣の豊見城市へ流出するケースも一部でみられます。新築は 3K ～

3LDK 、中古は 2K ～ 2LDK で賃料の低下がみられました。  

  

 

（ １ ０ ） 豊見城市及び東南部 （糸満市、南城市、八重瀬町、南風原町など ）  

豊見城市の宜保や伊良波、与那原町東浜や八重瀬町屋宜原など生活利便性の良い地域の需

要は依然堅調です。全般的に賃料は上昇していますが、賃料上昇前の中古物件を探す人も増

えているよ うです。  
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（ １ １ ） 宮古島市 

工事関係者等法人借り上げの需給が減少しており 、極端な賃料設定は減っているよ うです。

タイプ別では１ R～１ LDKは過剰傾向にあ り 、新築賃料の低下が見られます。一方 2K ～

2LDK 、 3K ～ 3LDK は依然不足気味であ り 、賃料の上昇が見られます。  

  

 

（ １ ２ ） 石垣市 

単身向け物件については、建築単価の高騰から新築賃料の上昇が見られますが、法人向け

需要の減少などから過剰気味となっており 、一部では空室も出てきているよ うです。 このた

め引越しを控えていた地元の需要も増え始めているよ うです。  
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（ １ 3 ） 店舗 ・ 事務所 
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【 参考 】那覇市の区割りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本調査における那覇市は、住宅情報誌等の区域マップを参考に下記の通り区割り しています。  
 
① 新都心  ・ ・ ・ ・ 【 天久、おもろまち、銘苅 】  
② 那覇西部 ・ ・ ・ ・ ・ 新都心を除く那覇地域 （国道 330 号線を境とする西側 ）  
           【 泊、安謝、曙、安里、牧志、久茂地、若狭、西、壺川、楚辺 】 など 
③ 那覇東部 ・ ・ ・ ・ ・ 首里地域、真和志地域 （国道 330 号線を境とする東側 ）  
           【 真嘉比、首里、識名、寄宮、真地、古波蔵、上間、国場 】 など 
④ 那覇南部 ・ ・ ・ ・ ・ 小禄地域 （那覇港 ・国場川 ・漫湖を境とする南側 ）  

【 小禄、金城、宇栄原、赤嶺、田原、高良、鏡原町 】 など 

 

 

 

那覇市新都心 

那覇市東部 

那覇市西部 

那覇市南部 

出所）国土交通省,国土地理院
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